
(57)【要約】

【課題】超音波プローブによる信頼性を損なうことなく

、超音波診断時の操作性を向上することができる超音波

プローブのケーブル及び超音波プローブを提供する。

【解決手段】超音波プローブヘッド２０の取り付け位置

付近のケーブル３０を構成する外皮部６０（外皮部６０

の長さ位置Ｌ）の厚さ寸法を、超音波プローブヘッド２

０の取り付け位置より離隔したケーブル３０を構成する

外皮部６０（外皮部６０の長さ位置Ｌ′）の厚さ寸法よ

りも大きくなるように選定する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 検 体 の 検 査 部 位 に 当 接 さ せ る 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド と 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と を 接 続 す
る 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル で あ っ て 、
　 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外 皮 部 の 厚 さ 寸 法 は 、
前 記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外 皮 部 の 厚 さ 寸 法 よ り も 大
き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外 皮 部 の 厚 さ 寸 法 は 、
前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 に 近 づ く ほ ど 、 段 階 的 若 し く は 、 連 続 的 に 大 き
く な る よ う に 選 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ
ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 被 検 体 の 検 査 部 位 に 当 接 さ せ る 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド と 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と を 接 続 す
る 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル で あ っ て 、
　 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外 皮 部 の 硬 度 は 、 前 記
超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外 皮 部 の 硬 度 よ り も 大 き く な る
よ う に 選 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 外 皮 部 の 硬 度 は 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 に 近 づ く ほ ど 、 段 階 的
若 し く は 、 連 続 的 に 、 そ の 硬 度 が 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ３ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 ５ 】
　 被 検 体 の 検 査 部 位 に 当 接 さ せ る 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド と 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と を 接 続 す
る 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル で あ っ て 、
　 前 記 ケ ー ブ ル は 、 該 ケ ー ブ ル の ほ ぼ 中 央 位 置 に 配 設 さ れ る と と も に 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー
ブ ヘ ッ ド に 電 気 信 号 を 送 信 す る 複 数 の 信 号 線 と 、 該 信 号 線 の 周 囲 を 包 囲 す る シ ー ル ド 筒 材
と 、 該 シ ー ル ド 筒 材 を 包 囲 す る 外 皮 部 と を 備 え 、
　 前 記 シ ー ル ド 筒 材 は 、 複 数 の 編 状 に 編 込 ま れ た 線 材 に よ り 構 成 さ れ 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー
ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の シ ー ル ド 筒 材 の 線 径 寸 法 は 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ
れ る 側 の シ ー ル ド 筒 材 の 線 径 寸 法 よ り も 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の シ ー ル ド 筒 材 の 線 径 寸 法 は 、 前 記 超 音 波 診
断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の シ ー ル ド 筒 材 の 線 径 寸 法 よ り も 段 階 的 若 し く は 、 連 続 的 に 大
き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー
ブ ル 。
【 請 求 項 ７ 】
　 被 検 体 の 検 査 部 位 に 当 接 さ せ る 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド と 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と を 接 続 す
る 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル で あ っ て 、
　 前 記 ケ ー ブ ル は 、 該 ケ ー ブ ル の ほ ぼ 中 央 位 置 に 配 設 さ れ る と と も に 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー
ブ ヘ ッ ド に 電 気 信 号 を 送 信 す る 複 数 の 信 号 線 と 、 該 信 号 線 の 周 囲 を 包 囲 す る シ ー ル ド 筒 材
と 、 該 シ ー ル ド 筒 材 を 包 囲 す る 外 皮 部 と を 備 え 、
　 前 記 シ ー ル ド 筒 材 は 、 複 数 の 編 状 に 編 み 込 ま れ た 線 材 に よ り 構 成 さ れ 、 前 記 複 数 の 線 材
の 編 込 み 密 度 は 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 に 近 づ く ほ ど 、 そ の 編 み 込 み
サ イ ズ が 小 さ く な る よ う に 選 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 複 数 の 線 材 の 編 込 み 密 度 は 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 に 近 づ く ほ
ど 、 段 階 的 若 し く は 、 連 続 的 に 、 そ の 編 み 込 み サ イ ズ が 小 さ く な る よ う に 選 定 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 。
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【 請 求 項 ９ 】
　 被 検 体 の 検 査 部 位 に 当 接 さ せ る 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド と 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と を 接 続 す
る 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル で あ っ て 、
　 前 記 ケ ー ブ ル は 、 該 ケ ー ブ ル の ほ ぼ 中 央 位 置 に 配 設 さ れ る と と も に 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー
ブ ヘ ッ ド に 電 気 信 号 を 送 信 す る 複 数 の 信 号 線 と 、 該 信 号 線 の 周 囲 を 包 囲 す る シ ー ル ド 筒 材
と 、 該 シ ー ル ド 筒 材 を 包 囲 す る 外 皮 部 と を 備 え 、
　 前 記 シ ー ル ド 筒 材 は 、 複 数 の 編 状 に 編 込 ま れ た 線 材 に よ り 構 成 さ れ 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー
ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の シ ー ル ド 筒 材 を 構 成 す る 線 材 の 線 径 寸 法 は 、 前 記 超 音 波 診 断 装
置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の シ ー ル ド 筒 材 を 構 成 す る 線 材 の 線 径 寸 法 よ り も 大 き く な る よ う に
選 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の シ ー ル ド 筒 材 を 構 成 す る 線 材 の 線 径 寸 法 は
、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の シ ー ル ド 筒 材 を 構 成 す る 線 材 の 線 径 寸 法 よ り
も 段 階 的 若 し く は 、 連 続 的 に 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９
に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外 皮 部 の 厚 さ 寸 法 は 、
前 記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外 皮 部 の 厚 さ 寸 法 よ り も 大
き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ～ １ ０ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の
超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外 皮 部 の 硬 度 は 、 前 記
超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外 皮 部 の 硬 度 よ り も 大 き く な る
よ う に 選 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ～ １ ０ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 超 音 波 プ
ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外 皮 部 の 剛 性 は 、 前 記
超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外 皮 部 の 剛 性 よ り も 大 き く な る
よ う に 選 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ～ １ ０ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 超 音 波 プ
ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 被 検 体 の 検 査 部 位 に 当 接 さ せ る 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド と 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と を 接 続 す
る ケ ー ブ ル か ら な る 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ っ て 、
　 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外 皮 部 の 厚 さ 寸 法 は 、
前 記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外 皮 部 の 厚 さ 寸 法 よ り も 大
き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 被 検 体 の 検 査 部 位 に 当 接 さ せ る 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド と 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と を 接 続 す
る ケ ー ブ ル か ら な る 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ っ て 、
　 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外 皮 部 の 硬 度 は 、 前 記
超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外 皮 部 の 硬 度 よ り も 大 き く な る
よ う に 選 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 被 検 体 の 検 査 部 位 に 当 接 さ せ る 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド と 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と を 接 続 す
る ケ ー ブ ル か ら な る 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ っ て 、
　 前 記 ケ ー ブ ル は 、 該 ケ ー ブ ル の ほ ぼ 中 央 位 置 に 配 設 さ れ る と と も に 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー
ブ ヘ ッ ド に 電 気 信 号 を 送 信 す る 複 数 の 信 号 線 と 、 該 信 号 線 の 周 囲 を 包 囲 す る シ ー ル ド 筒 材
と 、 該 シ ー ル ド 筒 材 を 包 囲 す る 外 皮 部 と を 備 え 、
　 前 記 シ ー ル ド 筒 材 は 、 複 数 の 編 状 に 編 込 ま れ た 線 材 に よ り 構 成 さ れ 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー
ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の シ ー ル ド 筒 材 の 線 径 寸 法 は 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-340907 A 2006.12.21



れ る 側 の シ ー ル ド 筒 材 の 線 径 寸 法 よ り も 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 被 検 体 の 検 査 部 位 に 当 接 さ せ る 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド と 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と を 接 続 す
る ケ ー ブ ル か ら な る 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ っ て 、
　 前 記 ケ ー ブ ル は 、 該 ケ ー ブ ル の ほ ぼ 中 央 位 置 に 配 設 さ れ る と と も に 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー
ブ ヘ ッ ド に 電 気 信 号 を 送 信 す る 複 数 の 信 号 線 と 、 該 信 号 線 の 周 囲 を 包 囲 す る シ ー ル ド 筒 材
と 、 該 シ ー ル ド 筒 材 を 包 囲 す る 外 皮 部 と を 備 え 、
　 前 記 シ ー ル ド 筒 材 は 、 複 数 の 編 状 に 編 み 込 ま れ た 線 材 に よ り 構 成 さ れ 、 前 記 複 数 の 線 材
の 編 込 み 密 度 は 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 に 近 づ く ほ ど 、 そ の 編 み 込 み
サ イ ズ が 小 さ く な る よ う に 選 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 及 び 超 音 波 プ ロ ー ブ に 関 し 、 さ ら に 詳 し く は 、
ケ ー ブ ル の 構 成 を 任 意 の 位 置 で 不 均 一 な 構 成 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 及 び 超 音 波
プ ロ ー ブ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 被 検 体 （ 人 体 ） に 超 音 波 を 照 射 し 、 そ の 反 射 波 （ エ コ ー ） を 画 像 化 す る こ と
で 被 検 体 の 内 部 を 撮 像 す る 超 音 波 画 像 シ ス テ ム が 知 ら れ て い る 。 超 音 波 は 生 体 に 対 し て 無
害 で あ る た め 、 こ の 超 音 波 画 像 シ ス テ ム は 、 特 に 医 療 用 と し て 有 用 で あ り 、 生 体 内 の 異 物
の 検 出 、 外 傷 の 度 合 い の 判 定 、 腫 瘍 の 観 察 、 胎 児 の 観 察 な ど に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 こ の よ う な 超 音 波 画 像 シ ス テ ム に よ る 超 音 波 診 断 な ど の 検 査 に は 、 超 音 波 プ ロ
ー ブ を 利 用 し た 超 音 波 検 査 が お こ な わ れ て い る 。 図 ９ は 、 こ の よ う な 超 音 波 プ ロ ー ブ を 備
え た 超 音 波 診 断 装 置 １ の 全 体 構 成 図 を 示 し て い る 。 同 図 に 示 す よ う に 、 超 音 波 診 断 装 置 １
は 、 本 体 ２ と モ ニ タ ３ と 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ と を 備 え て お り 、 こ の う ち 、 超 音 波 プ ロ ー ブ
１ ０ は 、 超 音 波 を 送 信 ま た は 、 受 信 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ と ケ ー ブ ル ３ ０ か ら な
り 、 こ の ケ ー ブ ル ３ ０ は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ の 本 体 ２ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ よ る 超 音 波 検 査 は 、 人 体 の 検 査 部 位 （ 例 え ば 、 腹 部 ） に 超 音 波
プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ を 当 接 さ せ て 、 こ の 検 査 部 位 に 対 し て 、 超 音 波 を 照 射 す る こ と に よ り
検 査 部 位 の 断 層 画 像 な ど を 取 得 し 、 こ の 取 得 し た 断 層 画 像 を モ ニ タ ３ に 表 示 す る こ と で 、
診 断 を 行 な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 種 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 及 び 超 音 波 プ ロ ー ブ の 従 来 技 術 と し て 、 例 え ば 、 特
許 文 献 １ に は 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド の 基 板 に 形 成 し た 切 り 欠 き 内 に 超 音 波 振 動 子 お よ び コ イ ル
に 接 続 さ れ る 同 軸 ケ ー ブ ル を 配 置 す る こ と に よ り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 操 作 時 に 無 理 な く 同
軸 ケ ー ブ ル の 引 き 回 し を お こ な う こ と の で き る 技 術 が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ０ ６ １ ９ ６ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 と こ ろ が 、 上 述 し た 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 及 び 超 音 波 プ ロ ー ブ の 場 合 、 以 下 の よ う
な 問 題 が あ る 。 す な わ ち 、 上 述 し た 超 音 波 プ ロ ー ブ を 使 用 し た 超 音 波 診 断 で は 、 あ る 程 度
の 操 作 性 が 要 求 さ れ る た め 、 例 え ば 、 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ る 検 査 時 の 操 作 性 を 良 く す る た
め に 、 こ の 超 音 波 プ ロ ー ブ を 構 成 す る プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル 自 体 の 太 さ （ 線 径 ） を 細 く し た り
、 こ の プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外 皮 部 の 材 質 を 軟 質 材 料 と し 、 全 体 的 に フ レ キ シ ブ ル
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構 造 と す る こ と で 、 ケ ー ブ ル の 柔 軟 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 と こ ろ が 、 こ の 反 面 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル の 構 成 を 全 体 的 に フ レ キ シ ブ ル 構 造 と す る と 、
プ ロ ー ブ ヘ ッ ド の 取 り 付 け 付 近 の プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル を 構 成 す る 内 部 の 信 号 線 が 断 線 な ど の
不 具 合 を 生 じ る 恐 れ が あ り 、 こ の 結 果 、 検 査 の 信 頼 性 を 損 ね る な ど の 問 題 を 生 じ る 恐 れ が
あ る 。 こ の た め 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド の 取 り 付 け 位 置 付 近 の プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル の 構 成 は 、 従 来
と 同 様 に 、 あ る 程 度 の 剛 性 を 維 持 し 、 そ の 他 の 部 分 は フ レ キ シ ブ ル 構 造 と す る こ と の で き
る 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 及 び 超 音 波 プ ロ ー ブ が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 述 し た 従 来 技 術 に よ る 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 超 音 波 プ
ロ ー ブ を 使 用 す る 超 音 波 検 査 時 の 操 作 性 を 向 上 す る と と も に 、 検 査 時 の 信 頼 性 を 良 好 に 維
持 す る こ と が で き る 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 及 び 超 音 波 プ ロ ー ブ を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 述 し た 課 題 を 解 決 し 、 目 的 を 達 成 す る た め に 、 第 １ の 観 点 の 発 明 は 、 被 検 体 の 検 査 部
位 に 当 接 さ せ る 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド と 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と を 接 続 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ
の ケ ー ブ ル で あ っ て 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外
皮 部 の 厚 さ 寸 法 は 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外 皮 部
の 厚 さ 寸 法 よ り も 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 １ の 観 点 の 発 明 に よ れ ば 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す
る 外 皮 部 の 厚 さ 寸 法 は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外 皮 部
の 厚 さ 寸 法 よ り も 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 第 ２ の 観 点 の 発 明 は 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構
成 す る 外 皮 部 の 厚 さ 寸 法 は 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 に 近 づ く ほ ど 、 段
階 的 若 し く は 、 連 続 的 に 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ２ の 観 点 の 発 明 に よ れ ば 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す
る 外 皮 部 の 厚 さ 寸 法 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 に 近 づ く ほ ど 、 段 階 的 若 し
く は 、 連 続 的 に 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 第 ３ の 観 点 の 発 明 は 、 被 検 体 の 検 査 部 位 に 当 接 さ せ る 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド と 超
音 波 診 断 装 置 本 体 と を 接 続 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル で あ っ て 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ
ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外 皮 部 の 硬 度 は 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に
接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外 皮 部 の 硬 度 よ り も 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ３ の 観 点 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構
成 す る 外 皮 部 の 硬 度 は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外 皮 部 の 硬
度 よ り も 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 第 ４ の 観 点 の 発 明 は 、 前 記 外 皮 部 の 硬 度 は 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ
れ る 側 に 近 づ く ほ ど 、 段 階 的 若 し く は 、 連 続 的 に 、 そ の 硬 度 が 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ４ の 観 点 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 外 皮 部 の 硬 度 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る
側 に 近 づ く ほ ど 、 段 階 的 若 し く は 、 連 続 的 に 、 そ の 硬 度 が 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い
る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 第 ５ の 観 点 の 発 明 は 、 被 検 体 の 検 査 部 位 に 当 接 さ せ る 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド と 超
音 波 診 断 装 置 本 体 と を 接 続 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル で あ っ て 、 、 前 記 ケ ー ブ ル は 、
該 ケ ー ブ ル の ほ ぼ 中 央 位 置 に 配 設 さ れ る と と も に 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 電 気 信 号
を 送 信 す る 複 数 の 信 号 線 と 、 該 信 号 線 の 周 囲 を 包 囲 す る シ ー ル ド 筒 材 と 、 該 シ ー ル ド 筒 材
を 包 囲 す る 外 皮 部 と を 備 え 、 前 記 シ ー ル ド 筒 材 は 、 複 数 の 編 状 に 編 込 ま れ た 線 材 に よ り 構
成 さ れ 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の シ ー ル ド 筒 材 の 線 径 寸 法 は 、 前 記 超
音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の シ ー ル ド 筒 材 の 線 径 寸 法 よ り も 大 き く な る よ う に 選 定
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 ５ の 観 点 の 発 明 に よ れ ば 、 ケ ー ブ ル は 、 該 ケ ー ブ ル の ほ ぼ 中 央 位 置 に 配 設 さ れ る と と
も に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 電 気 信 号 を 送 信 す る 複 数 の 信 号 線 と 、 該 信 号 線 の 周 囲 を 包
囲 す る シ ー ル ド 筒 材 と 、 該 シ ー ル ド 筒 材 を 包 囲 す る 外 皮 部 と を 備 え 、 シ ー ル ド 筒 材 は 、 複
数 の 編 状 に 編 込 ま れ た 線 材 に よ り 構 成 さ れ 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の シ ー
ル ド 筒 材 の 線 径 寸 法 は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の シ ー ル ド 筒 材 の 線 径 寸 法 よ
り も 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 第 ６ の 観 点 の 発 明 は 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の シ ー ル ド 筒 材
の 線 径 寸 法 は 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の シ ー ル ド 筒 材 の 線 径 寸 法 よ り も
段 階 的 若 し く は 、 連 続 的 に 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 ６ の 観 点 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド の 取 り 付 け 位 置 付 近 の シ ー ル ド
筒 材 の 線 径 寸 法 は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の シ ー ル ド 筒 材 の 線 径 寸 法 よ り も
段 階 的 若 し く は 、 連 続 的 に 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 第 ７ の 観 点 の 発 明 は 、 被 検 体 の 検 査 部 位 に 当 接 さ せ る 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド と 超
音 波 診 断 装 置 本 体 と を 接 続 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル で あ っ て 、 前 記 ケ ー ブ ル は 、 該
ケ ー ブ ル の ほ ぼ 中 央 位 置 に 配 設 さ れ る と と も に 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 電 気 信 号 を
送 信 す る 複 数 の 信 号 線 と 、 該 信 号 線 の 周 囲 を 包 囲 す る シ ー ル ド 筒 材 と 、 該 シ ー ル ド 筒 材 を
包 囲 す る 外 皮 部 と を 備 え 、 前 記 シ ー ル ド 筒 材 は 、 複 数 の 編 状 に 編 み 込 ま れ た 線 材 に よ り 構
成 さ れ 、 前 記 複 数 の 線 材 の 編 込 み 密 度 は 、 前 記 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 に 近 づ く ほ
ど 、 そ の 編 み 込 み サ イ ズ が 小 さ く な る よ う に 選 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 ７ の 観 点 の 発 明 に よ れ ば 、 ケ ー ブ ル は 、 該 ケ ー ブ ル の ほ ぼ 中 央 位 置 に 配 設 さ れ る と と
も に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 電 気 信 号 を 送 信 す る 複 数 の 信 号 線 と 、 該 信 号 線 の 周 囲 を 包
囲 す る シ ー ル ド 筒 材 と 、 該 シ ー ル ド 筒 材 を 包 囲 す る 外 皮 部 と を 備 え 、 シ ー ル ド 筒 材 は 、 複
数 の 編 状 に 編 み 込 ま れ た 線 材 に よ り 構 成 さ れ 、 複 数 の 線 材 の 編 込 み 密 度 は 、 前 記 プ ロ ー ブ
ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 に 近 づ く ほ ど 、 そ の 編 み 込 み サ イ ズ が 小 さ く な る よ う に 選 定 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 第 ８ の 観 点 の 発 明 は 、 前 記 複 数 の 線 材 の 編 込 み 密 度 は 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ
ド に 接 続 さ れ る 側 に 近 づ く ほ ど 、 段 階 的 若 し く は 、 連 続 的 に 、 そ の 編 み 込 み サ イ ズ が 小 さ
く な る よ う に 選 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 ８ の 観 点 の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 線 材 の 編 込 み 密 度 は 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に
接 続 さ れ る 側 に 近 づ く ほ ど 、 段 階 的 若 し く は 、 連 続 的 に 、 そ の 編 み 込 み サ イ ズ が 小 さ く な
る よ う に 選 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 第 ９ の 観 点 の 発 明 は 、 被 検 体 の 検 査 部 位 に 当 接 さ せ る 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド と 超
音 波 診 断 装 置 本 体 と を 接 続 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル で あ っ て 、 前 記 ケ ー ブ ル は 、 該

10

20

30

40

50

(6) JP 2006-340907 A 2006.12.21



ケ ー ブ ル の ほ ぼ 中 央 位 置 に 配 設 さ れ る と と も に 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 電 気 信 号 を
送 信 す る 複 数 の 信 号 線 と 、 該 信 号 線 の 周 囲 を 包 囲 す る シ ー ル ド 筒 材 と 、 該 シ ー ル ド 筒 材 を
包 囲 す る 外 皮 部 と を 備 え 、 前 記 シ ー ル ド 筒 材 は 、 複 数 の 編 状 に 編 込 ま れ た 線 材 に よ り 構 成
さ れ 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の シ ー ル ド 筒 材 を 構 成 す る 線 材 の 線 径 寸
法 は 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の シ ー ル ド 筒 材 を 構 成 す る 線 材 の 線 径 寸 法
よ り も 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 ９ の 観 点 の 発 明 に よ れ ば 、 ケ ー ブ ル は 、 該 ケ ー ブ ル の ほ ぼ 中 央 位 置 に 配 設 さ れ る と と
も に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 電 気 信 号 を 送 信 す る 複 数 の 信 号 線 と 、 該 信 号 線 の 周 囲 を 包
囲 す る シ ー ル ド 筒 材 と 、 該 シ ー ル ド 筒 材 を 包 囲 す る 外 皮 部 と を 備 え 、 シ ー ル ド 筒 材 は 、 複
数 の 編 状 に 編 込 ま れ た 線 材 に よ り 構 成 さ れ 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の シ ー
ル ド 筒 材 を 構 成 す る 線 材 の 線 径 寸 法 は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の シ ー ル ド 筒
材 を 構 成 す る 線 材 の 線 径 寸 法 よ り も 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 第 １ ０ の 観 点 の 発 明 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の シ ー ル ド 筒 材 を
構 成 す る 線 材 の 線 径 寸 法 は 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の シ ー ル ド 筒 材 を 構
成 す る 線 材 の 線 径 寸 法 よ り も 段 階 的 若 し く は 、 連 続 的 に 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 １ ０ の 観 点 の 発 明 に よ れ ば 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の シ ー ル ド 筒 材 を
構 成 す る 線 材 の 線 径 寸 法 は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の シ ー ル ド 筒 材 を 構 成 す
る 線 材 の 線 径 寸 法 よ り も 段 階 的 若 し く は 、 連 続 的 に 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 第 １ １ の 観 点 の 発 明 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成
す る 外 皮 部 の 厚 さ 寸 法 は 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る
外 皮 部 の 厚 さ 寸 法 よ り も 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 １ １ の 観 点 の 発 明 に よ れ ば 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成
す る 外 皮 部 の 厚 さ 寸 法 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外
皮 部 の 厚 さ 寸 法 よ り も 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 第 １ ２ の 観 点 の 発 明 は 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を
構 成 す る 外 皮 部 の 硬 度 は 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る
外 皮 部 の 硬 度 よ り も 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 １ ２ の 観 点 の 発 明 に よ れ ば 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成
す る 外 皮 部 の 硬 度 は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外 皮 部 の
硬 度 よ り も 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 第 １ ３ の 観 点 の 発 明 は 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を
構 成 す る 外 皮 部 の 剛 性 は 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る
外 皮 部 の 剛 性 よ り も 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 １ ３ の 観 点 の 発 明 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外
皮 部 の 剛 性 は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外 皮 部 の 剛 性 よ
り も 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 第 １ ４ の 観 点 の 発 明 は 、 被 検 体 の 検 査 部 位 に 当 接 さ せ る 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド と
超 音 波 診 断 装 置 本 体 と を 接 続 す る ケ ー ブ ル か ら な る 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ っ て 、 前 記 超 音 波
プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外 皮 部 の 厚 さ 寸 法 は 、 前 記 超 音 波 診
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断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外 皮 部 の 厚 さ 寸 法 よ り も 大 き く な る よ う
に 選 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 １ ４ の 観 点 の 発 明 に よ れ ば 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成
す る 外 皮 部 の 厚 さ 寸 法 は 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る
外 皮 部 の 厚 さ 寸 法 よ り も 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 第 １ ５ の 観 点 の 発 明 は 、 被 検 体 の 検 査 部 位 に 当 接 さ せ る 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド と
超 音 波 診 断 装 置 本 体 と を 接 続 す る ケ ー ブ ル か ら な る 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ っ て 、 前 記 超 音 波
プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外 皮 部 の 硬 度 は 、 前 記 超 音 波 診 断 装
置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外 皮 部 の 硬 度 よ り も 大 き く な る よ う に 選 定 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 １ ５ の 観 点 の 発 明 は 、 被 検 体 の 検 査 部 位 に 当 接 さ せ る 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド と ケ ー ブ
ル か ら な る 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ っ て 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ
ル を 構 成 す る 外 皮 部 の 硬 度 は 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成
す る 外 皮 部 の 硬 度 よ り も 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 第 １ ６ の 観 点 の 発 明 は 、 被 検 体 の 検 査 部 位 に 当 接 さ せ る 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド と
超 音 波 診 断 装 置 本 体 と を 接 続 す る ケ ー ブ ル か ら な る 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ っ て 、 前 記 ケ ー ブ
ル は 、 該 ケ ー ブ ル の ほ ぼ 中 央 位 置 に 配 設 さ れ る と と も に 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 電
気 信 号 を 送 信 す る 複 数 の 信 号 線 と 、 該 信 号 線 の 周 囲 を 包 囲 す る シ ー ル ド 筒 材 と 、 該 シ ー ル
ド 筒 材 を 包 囲 す る 外 皮 部 と を 備 え 、 前 記 シ ー ル ド 筒 材 は 、 複 数 の 編 状 に 編 込 ま れ た 線 材 に
よ り 構 成 さ れ 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 シ ー ル ド 筒 材 の 線 径 寸 法 は 、 前
記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の シ ー ル ド 筒 材 の 線 径 寸 法 よ り も 大 き く な る よ う に
選 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 １ ６ の 観 点 の 発 明 に よ れ ば 、 ケ ー ブ ル は 、 該 ケ ー ブ ル の ほ ぼ 中 央 位 置 に 配 設 さ れ る と
と も に 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 電 気 信 号 を 送 信 す る 複 数 の 信 号 線 と 、 該 信 号 線 の 周
囲 を 包 囲 す る シ ー ル ド 筒 材 と 、 該 シ ー ル ド 筒 材 を 包 囲 す る 外 皮 部 と を 備 え 、 シ ー ル ド 筒 材
は 、 複 数 の 編 状 に 編 込 ま れ た 線 材 に よ り 構 成 さ れ 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側
の シ ー ル ド 筒 材 の 線 径 寸 法 は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の シ ー ル ド 筒 材 の 線 径
寸 法 よ り も 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 第 １ ７ の 観 点 の 発 明 は 、 被 検 体 の 検 査 部 位 に 当 接 さ せ る 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド と
超 音 波 診 断 装 置 本 体 と を 接 続 す る ケ ー ブ ル か ら な る 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ っ て 、 前 記 ケ ー ブ
ル は 、 該 ケ ー ブ ル の ほ ぼ 中 央 位 置 に 配 設 さ れ る と と も に 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 電
気 信 号 を 送 信 す る 複 数 の 信 号 線 と 、 該 信 号 線 の 周 囲 を 包 囲 す る シ ー ル ド 筒 材 と 、 該 シ ー ル
ド 筒 材 を 包 囲 す る 外 皮 部 と を 備 え 、 前 記 シ ー ル ド 筒 材 は 、 複 数 の 編 状 に 編 み 込 ま れ た 線 材
に よ り 構 成 さ れ 、 前 記 複 数 の 線 材 の 編 込 み 密 度 は 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ
る 側 に 近 づ く ほ ど 、 そ の 編 み 込 み サ イ ズ が 小 さ く な る よ う に 選 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 第 １ ７ の 観 点 の 発 明 に よ れ ば 、 ケ ー ブ ル は 、 該 ケ ー ブ ル の ほ ぼ 中 央 位 置 に 配 設 さ れ る と
と も に 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 電 気 信 号 を 送 信 す る 複 数 の 信 号 線 と 、 該 信 号 線 の 周
囲 を 包 囲 す る シ ー ル ド 筒 材 と 、 該 シ ー ル ド 筒 材 を 包 囲 す る 外 皮 部 と を 備 え 、 シ ー ル ド 筒 材
は 、 複 数 の 編 状 に 編 み 込 ま れ た 線 材 に よ り 構 成 さ れ 、 複 数 の 線 材 の 編 込 み 密 度 は 、 超 音 波
プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 に 近 づ く ほ ど 、 そ の 編 み 込 み サ イ ズ が 小 さ く な る よ う に 選
定 さ れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 超 音 波 プ ロ ー ブ を 構 成 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の ケ
ー ブ ル を 構 成 す る 外 皮 部 の 厚 さ 寸 法 は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を
構 成 す る 外 皮 部 の 厚 さ 寸 法 よ り も 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る の で 、 超 音 波 検 査 時 に
屈 曲 が 繰 り 返 し お こ な わ れ る プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル 部 分 は 、 従 来 と 同 様 に あ る 程 度 の 強 度 を 維
持 す る こ と が で き 、 そ の 他 の 部 分 は 、 フ レ キ シ ブ ル 構 造 と す る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て
、 構 造 上 の 信 頼 性 を 維 持 し た ま ま 、 超 音 波 検 査 時 の 操 作 性 を 向 上 す る こ と が で き る と い う
効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外
皮 部 の 硬 度 は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る 外 皮 部 の 硬 度 よ
り も 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る の で 、 超 音 波 検 査 時 に 屈 曲 が 繰 り 返 し お こ な わ れ る
プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル 部 分 は 、 従 来 と 同 様 に あ る 程 度 の 強 度 を 維 持 す る こ と が で き 、 そ の 他 の
部 分 は 、 フ レ キ シ ブ ル 構 造 と す る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 、 構 造 上 の 信 頼 性 を 維 持 し た
ま ま 、 超 音 波 検 査 時 の 操 作 性 を 向 上 す る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル を 構 成 す る シ ー ル ド 筒 材 は 、 複 数 の
編 状 に 編 込 ま れ た 複 数 の 線 材 に よ り 構 成 さ れ 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る 側 の シ
ー ル ド 筒 材 の 線 径 寸 法 は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル を 構 成 す る シ ー
ル ド 筒 材 の 線 径 寸 法 よ り も 大 き く な る よ う に 選 定 さ れ て い る の で 、 超 音 波 検 査 時 に 屈 曲 が
繰 り 返 し お こ な わ れ る 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 部 分 は 、 従 来 と 同 様 に あ る 程 度 の 強 度 を
維 持 す る こ と が で き 、 そ の 他 の 部 分 は 、 フ レ キ シ ブ ル 構 造 と す る こ と が で き 、 こ れ に よ っ
て 、 構 造 上 の 信 頼 性 を 維 持 し た ま ま 、 超 音 波 検 査 時 の 操 作 性 を 向 上 す る こ と が で き る と い
う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル を 構 成 す る シ ー ル ド 筒 材 は 、 複 数 の
編 状 に 編 み 込 ま れ た 複 数 の 線 材 に よ り 構 成 さ れ 、 複 数 の 線 材 の 編 込 み 密 度 は 、 超 音 波 プ ロ
ー ブ ヘ ッ ド の 取 り 付 け 位 置 に 近 づ く ほ ど 、 そ の 編 み 込 み サ イ ズ が 小 さ く な る よ う に 選 定 さ
れ て い る の で 、 超 音 波 検 査 時 に 屈 曲 が 繰 り 返 し お こ な わ れ る 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 部
分 は 、 従 来 と 同 様 に あ る 程 度 の 強 度 を 維 持 す る こ と が で き 、 そ の 他 の 部 分 は 、 フ レ キ シ ブ
ル 構 造 と す る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 、 構 造 上 の 信 頼 性 を 維 持 し た ま ま 、 超 音 波 検 査 時
の 操 作 性 を 向 上 す る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル を 構 成 す る シ ー ル ド 筒 材 は 、 複 数 の
線 材 の 編 込 み に よ り 構 成 さ れ 、 そ の 編 み 込 み 密 度 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る
側 に 近 づ く ほ ど 、 段 階 的 若 し く は 、 連 続 的 に 、 そ の 編 み 込 み サ イ ズ が 小 さ く な る よ う に 選
定 さ れ て い る の で 、 超 音 波 検 査 時 に 屈 曲 が 繰 り 返 し お こ な わ れ る 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ
ル 部 分 は 、 従 来 と 同 様 に あ る 程 度 の 強 度 を 維 持 す る こ と が で き 、 そ の 他 の 部 分 は 、 フ レ キ
シ ブ ル 構 造 と す る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 、 構 造 上 の 信 頼 性 を 維 持 し た ま ま 、 超 音 波 検
査 時 の 操 作 性 を 向 上 す る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 以 下 に 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 こ の 発 明 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 及 び 超 音 波 プ ロ
ー ブ の 好 適 な 実 施 例 を 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 各 実 施 例 １ ～ ６ で は 、 超 音 波 プ ロ ー
ブ の ケ ー ブ ル 及 び 超 音 波 プ ロ ー ブ の 概 要 お よ び 特 徴 を 説 明 し 、 こ れ に 続 い て 、 こ の 超 音 波
プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 及 び 超 音 波 プ ロ ー ブ の 構 成 お よ び 機 能 の 詳 細 を 説 明 す る こ と と す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 及 び 超 音 波 プ ロ ー ブ に 適 用 さ れ る 超 音 波 プ
ロ ー ブ １ ０ の 全 体 構 成 図 を 、 図 ２ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ を 構 成 す る ケ ー ブ ル ３ ０ の 縦 断
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面 図 を 、 図 ３ は 、 ケ ー ブ ル ３ ０ を 構 成 す る 外 皮 部 ６ ０ の 横 断 面 図 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。
な お 、 図 １ ～ 図 ３ の う ち 、 図 １ お よ び 図 ３ で は 、 本 実 施 例 １ の 特 徴 部 分 を 明 確 に す べ く ケ
ー ブ ル ３ ０ を 構 成 す る 外 皮 部 ６ ０ 以 外 の 部 材 （ シ ー ル ド 筒 材 ５ ０ 、 信 号 線 ４ ０ な ど ） は 省
略 し て 図 示 し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ は 、 超 音 波 を 送 信 ま た は 、 受 信 す る 超 音 波 プ ロ
ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ と ケ ー ブ ル ３ ０ と か ら 構 成 さ れ 、 こ の ケ ー ブ ル ３ ０ は 、 超 音 波 診 断 装 置 １
（ 図 ９ ） の 本 体 ２ に 接 続 さ れ て い る 。 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ は 、 被 検 体 に 対 し て 、 超
音 波 を 発 振 す る と と も に 、 そ の 反 射 波 を 受 信 す る 超 音 波 素 子 （ 図 示 せ ず ） と 、 受 信 し た 超
音 波 を 収 束 す る 音 響 レ ン ズ （ 図 示 せ ず ） と 圧 電 素 子 （ 図 示 せ ず ） な ど を 内 部 に 備 え て い る
。 こ の 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ 内 の 圧 電 素 子 に よ り 、 受 信 し た 反 射 波 は 電 気 信 号 に 変 換
さ れ 、 ケ ー ブ ル ３ ０ を 通 じ て 、 超 音 波 診 断 装 置 １ （ 図 ９ ） に 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 ケ ー ブ ル ３ ０ は 、 こ の ケ ー ブ ル ３ ０ の ほ ぼ 中 央 位 置 に 配 設 さ れ る と
と も に 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド １ ０ に 電 気 信 号 を 送 信 す る 複 数 の 信 号 線 ４ ０ と 、 こ れ ら 複 数 の 信
号 線 ４ ０ の 周 囲 を 包 囲 す る シ ー ル ド 筒 材 ５ ０ と 、 こ の シ ー ル ド 筒 材 ５ ０ を 包 囲 す る 外 皮 部
６ ０ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 こ の 外 皮 部 ６ ０ に は 、 可 撓 性 の 材 料 が 選 定 さ れ て い る 。 ま た
、 シ ー ル ド 筒 材 ５ ０ は 、 複 数 の 編 状 に 編 込 ま れ た 細 い 線 材 ５ １ （ 図 ７ ） に よ り 構 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ こ で 、 本 実 施 例 １ の 特 徴 は 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル ３ ０ を 構
成 す る 外 皮 部 ６ ０ の 厚 さ 寸 法 を 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 接 続 さ れ る 側 の ケ ー ブ ル ３ ０ を 構
成 す る 外 皮 部 ６ ０ の 厚 さ 寸 法 よ り も 大 き く な る よ う に 選 定 し て 構 成 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 以 下 、 図 １ ～ 図 ３ を 参 照 し て 、 実 施 例 １ に 係 る ケ ー ブ ル ３ ０ の 構 成 の 詳 細 に つ い て 説 明
す る 。 す な わ ち 、 前 述 し た よ う に 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ の 取 り 付 け 位 置 付 近 の ケ ー ブ ル ３
０ を 構 成 す る 外 皮 部 ６ ０ は （ 外 皮 部 ６ ０ の 長 さ 位 置 Ｌ 部 分 ） は 、 超 音 波 検 査 に よ り 、 比 較
的 、 屈 曲 が 頻 繁 に 繰 り 返 さ れ る 部 分 で あ る た め 、 フ レ キ シ ブ ル な 構 成 と す る こ と は で き な
い が 、 そ の 他 の 部 分 （ 外 皮 部 ６ ０ の 長 さ 位 置 Ｌ ′ 部 分 ） は 、 比 較 的 フ レ キ シ ブ ル な 構 成 と
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 実 施 例 １ で は 、 こ の 点 に 着 目 し 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ の 取 り 付 け 位 置 付 近 の ケ ー ブ ル
３ ０ を 構 成 す る 外 皮 部 ６ ０ （ 外 皮 部 ６ ０ の 長 さ 位 置 Ｌ 部 分 ） の 厚 さ 寸 法 を 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ
ド ２ ０ の 取 り 付 け 位 置 よ り 離 隔 し た ケ ー ブ ル ３ ０ を 構 成 す る 外 皮 部 ６ ０ （ 外 皮 部 ６ ０ の 長
さ 位 置 Ｌ ′ 部 分 ） の 厚 さ 寸 法 よ り も 大 き く な る よ う に 選 定 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 一 方 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ の 取 り 付 け 位 置 付 近 の ケ ー ブ ル ３ ０ を 構 成 す る 外 皮 部 ６ ０ （
外 皮 部 ６ ０ の 長 さ 位 置 Ｌ 部 分 ） の 厚 さ 寸 法 よ り も 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ の 取 り 付 け 位 置 よ
り 離 隔 し た ケ ー ブ ル ３ ０ を 構 成 す る 外 皮 部 ６ ０ （ 外 皮 部 ６ ０ の 長 さ 位 置 Ｌ ′ 部 分 ） の 厚 さ
寸 法 が 小 さ く な る よ う に 選 定 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 具 体 的 に 説 明 す る と 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ケ ー ブ ル ３ ０ に お い て 、 長 さ 位 置 Ｌ の 外 皮 部
６ ０ の 厚 さ 寸 法 を ｔ 2 と し 、 長 さ 位 置 Ｌ ′ の 外 皮 部 ６ ０ の 厚 さ 寸 法 を ｔ 1 と す る と 、 こ の 外
皮 部 ６ ０ の 厚 さ は 、 厚 さ ｔ 2 ＞ 厚 さ ｔ 1 と な る よ う に 、 そ れ ぞ れ の 厚 さ 寸 法 を 選 定 し て い る
。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 例 １ に よ れ ば 、 超 音 波 検 査 時 に 屈 曲 が 繰 り 返 し お こ な わ れ
る ケ ー ブ ル ３ ０ 部 分 （ プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ の 取 り 付 け 位 置 付 近 の ケ ー ブ ル ３ ０ を 構 成 す る
外 皮 部 ６ ０ ） は 、 従 来 と 同 様 に あ る 程 度 の 強 度 を 維 持 す る こ と が で き 、 そ の 他 の 部 分 （ プ
ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ の 取 り 付 け 位 置 よ り 離 隔 し た ケ ー ブ ル ３ ０ を 構 成 す る 外 皮 部 ６ ０ ） は 、
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フ レ キ シ ブ ル 構 造 と す る こ と で 、 構 造 上 の 信 頼 性 を 維 持 し た ま ま 、 超 音 波 検 査 時 の 操 作 性
を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 次 に 、 図 ４ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 及 び 超 音 波 プ ロ ー ブ に 係 る
実 施 例 ２ に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ は 、 図 ３ と 同 様 に 、 ケ ー ブ ル ３ ０ を 構 成 す る 外 皮 部 ６ ０
の 横 断 面 図 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 す な わ ち 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 ２ の 特 徴 は 、 外 皮 部 ６ ０ の 厚 さ 寸 法 の 選 定 に お
い て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ の 取 り 付 け 位 置 に 近 接 す る に 従 っ て 、 段 階 的 若 し く は 、
連 続 的 に 大 き く な る よ う に 、 こ の 外 皮 部 ６ ０ の 厚 さ 寸 法 を 選 定 し て 構 成 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 具 体 的 に 説 明 す る と 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ の 取 り 付 け 位 置 付 近 の 外 皮 部 ６ ０ の 長
さ を Ｌ と し 、 こ の 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ の 取 り 付 け 位 置 よ り 離 隔 し た 任 意 の 外 皮 部 ６
０ の 長 さ を Ｌ ′ と し 、 さ ら に 、 長 さ 位 置 Ｌ の 外 皮 部 ６ ０ の 厚 さ 寸 法 を 厚 さ ｔ 3 お よ び 厚 さ
ｔ 2 と し 、 長 さ 位 置 Ｌ ′ の 外 皮 部 ３ ０ の 厚 さ 寸 法 を 厚 さ ｔ 1 と し た 場 合 に 、 そ れ ぞ れ の 厚 さ
寸 法 を 厚 さ ｔ 3 ＞ 厚 さ ｔ 2 ＞ 厚 さ ｔ 1 と な る よ う に 選 定 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 例 ２ に よ れ ば 、 前 記 実 施 例 １ と 同 様 に 、 超 音 波 検 査 時 に 屈
曲 が 多 い ケ ー ブ ル ３ ０ （ 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ に 近 接 す る 長 さ 位 置 Ｌ ） の 部 分 は 、 従
来 と 同 様 に あ る 程 度 の 強 度 を 維 持 す る こ と が で き 、 そ の 他 の 部 分 は 、 柔 軟 性 を 備 え た フ レ
キ シ ブ ル 構 造 と す る こ と で 、 信 頼 性 を 維 持 し た ま ま 、 検 査 時 の 操 作 性 を 向 上 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 例 ２ の 場 合 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ の 取 り 付 け 位 置 に 近 づ く に し た
が っ て 、 段 階 的 若 し く は 、 連 続 的 に 外 皮 部 ６ ０ の 厚 さ 寸 法 が 徐 々 に 大 き く な る よ う に 選 定
さ れ て い る の で 、 任 意 の 位 置 で 構 造 を 変 化 さ せ た 分 岐 位 置 で 柔 軟 性 が 変 化 す る の で は な く
、 ケ ー ブ ル ３ ０ 全 体 で し な や か な 操 作 性 を 期 待 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 次 に 、 図 ５ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 及 び 超 音 波 プ ロ ー ブ に 係 る
実 施 例 ３ に つ い て 説 明 す る 。 図 ５ は 、 図 ３ 、 ４ と 同 様 に 、 ケ ー ブ ル ３ ０ を 構 成 す る 外 皮 部
６ ０ の 横 断 面 図 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 す な わ ち 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 ３ の 特 徴 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ の 取 り
付 け 位 置 付 近 の ケ ー ブ ル ３ ０ を 構 成 す る 外 皮 部 ６ ０ の 硬 度 （ 剛 性 ） を 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ
ッ ド ２ ０ の 取 り 付 け 位 置 よ り 離 隔 し た ケ ー ブ ル ３ ０ を 構 成 す る 外 皮 部 ６ ０ の 硬 度 （ 剛 性 ）
よ り も 大 き く な る よ う に 選 定 し た こ と に あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 具 体 的 に 説 明 す る と 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ の 取 り 付 け 位 置 付
近 の ケ ー ブ ル ３ ０ を 構 成 す る 外 皮 部 ６ ０ （ 外 皮 部 ６ ０ の 長 さ 位 置 Ｌ 部 分 ） に 使 用 さ れ る 樹
脂 材 の 硬 度 （ 剛 性 ） を 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ の 取 り 付 け 位 置 よ り 離 隔 し た ケ ー ブ ル
３ ０ を 構 成 す る 外 皮 部 ６ ０ （ 外 皮 部 ６ ０ の 長 さ 位 置 Ｌ ´ 部 分 ） の 樹 脂 材 の 硬 度 （ 剛 性 ） よ
り も 大 き く な る よ う に 選 定 し て い る 。 言 い 換 え る と 、 外 皮 部 ６ ０ の 長 さ 位 置 Ｌ 部 分 に 使 用
さ れ る 樹 脂 材 の 硬 度 （ 剛 性 ） よ り も 、 外 皮 部 ６ ０ の 長 さ 位 置 Ｌ ´ 部 分 に 使 用 さ れ る 樹 脂 材
の 硬 度 （ 剛 性 ） が 小 さ く な る よ う に 選 定 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 例 ３ に よ れ ば 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ の 取 り 付 け 位 置
付 近 の ケ ー ブ ル ３ ０ を 構 成 す る 外 皮 部 ６ ０ の 硬 度 （ 剛 性 ） を 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ０
の 取 り 付 け 位 置 よ り 離 隔 し た ケ ー ブ ル ３ ０ を 構 成 す る 外 皮 部 ６ ０ の 硬 度 （ 剛 性 ） よ り も 大
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き く な る よ う に 選 定 し た の で 、 超 音 波 検 査 時 に 屈 曲 が 繰 り 返 し お こ な わ れ る ケ ー ブ ル ３ ０
部 分 （ 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ の 取 り 付 け 位 置 付 近 の ケ ー ブ ル ３ ０ を 構 成 す る 外 皮 部 ６
０ ） は 、 従 来 と 同 様 に あ る 程 度 の 強 度 を 維 持 す る こ と が で き 、 そ の 他 の 部 分 （ 超 音 波 プ ロ
ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ の 取 り 付 け 位 置 よ り 離 隔 し た ケ ー ブ ル ３ ０ を 構 成 す る 外 皮 部 ６ ０ ） は 、 硬
度 を 小 さ く し た フ レ キ シ ブ ル 構 造 と す る こ と で 、 構 造 上 の 信 頼 性 を 維 持 し た ま ま 、 超 音 波
検 査 時 の 操 作 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 次 に 、 図 ６ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 及 び 超 音 波 プ ロ ー ブ に 係 る
実 施 例 ４ の 詳 細 を 説 明 す る 。 図 ６ は 、 ケ ー ブ ル ３ ０ を 構 成 す る 外 皮 部 ６ ０ お よ び シ ー ル ド
筒 材 ５ ０ の 横 断 面 図 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 す な わ ち 、 本 実 施 例 ４ で は 、 ケ ー ブ ル ３ ０ を 構 成 す る シ ー ル ド 筒 材 ５ ０ を 製 造 す る に お
い て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ が 位 置 す る 取 り 付 け 位 置 付 近 の シ ー ル ド 筒 材 ５ ０ の 線 径
寸 法 は 、 こ の 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ の 取 り 付 け 位 置 よ り 離 隔 し た シ ー ル ド 筒 材 ５ ０ の
線 径 寸 法 よ り も 大 き く な る よ う に 選 定 す る こ と に 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 具 体 的 に 説 明 す る と 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ の 取 り 付 け 位 置 付
近 の ケ ー ブ ル ３ ０ を 構 成 す る シ ー ル ド 筒 材 ５ ０ の 線 径 寸 法 Ｔ 2 を 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２
０ の 取 り 付 け 位 置 よ り 離 隔 し た 位 置 に あ る シ ー ル ド 筒 材 ５ ０ の 線 径 寸 法 Ｔ 1 よ り も 大 き く
な る よ う に 選 定 し て い る （ 線 径 寸 法 Ｔ 2 ＞ 線 径 寸 法 Ｔ 1 ）
【 ０ ０ ７ １ 】
　 な お 、 こ の 実 施 例 ４ の 場 合 も 、 ケ ー ブ ル ３ ０ の 長 さ 位 置 Ｌ と 、 長 さ 位 置 Ｌ ′ と を 基 点 と
し て 線 径 寸 法 を 変 化 さ せ る の で は な く 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ の 取 り 付 け 位 置 に 向 か
う 程 、 段 階 的 若 し く は 、 連 続 的 に 線 径 寸 法 が 徐 々 に 大 き く な る よ う に 、 こ の 線 径 寸 法 を 選
定 す る こ と に よ り 、 よ り 操 作 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 例 ４ に よ れ ば 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ が 位 置 す る 取 り
付 け 位 置 付 近 の シ ー ル ド 筒 材 ５ ０ の 線 径 寸 法 は 、 こ の 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ の 取 り 付
け 位 置 よ り 離 隔 し た シ ー ル ド 筒 材 ５ ０ の 線 径 寸 法 よ り も 大 き く な る よ う に 選 定 し た の で 、
超 音 波 検 査 時 に 屈 曲 が 繰 り 返 し 行 わ れ る ケ ー ブ ル ３ ０ 部 分 は 、 従 来 と 同 様 に あ る 程 度 の 強
度 を 維 持 す る こ と が で き 、 そ の 他 の 部 分 は 、 シ ー ル ド 筒 材 ５ ０ の 線 径 寸 法 が 小 さ い フ レ キ
シ ブ ル 構 造 と す る こ と で 、 構 造 上 の 信 頼 性 を 維 持 し た ま ま 、 超 音 波 検 査 時 の 操 作 性 を 向 上
す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 次 に 、 図 ７ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 及 び 超 音 波 プ ロ ー ブ に 係 る
実 施 例 ５ の 詳 細 を 説 明 す る 。 図 ７ は 、 ケ ー ブ ル ３ ０ を 構 成 す る シ ー ル ド 筒 材 ５ ０ の 拡 大 横
断 面 図 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 す な わ ち 、 本 実 施 例 ５ で は 、 ケ ー ブ ル ３ ０ を 構 成 す る シ ー ル ド 筒 材 ５ ０ を 製 造 す る に お
い て 、 こ の シ ー ル ド 筒 材 ５ ０ を 構 成 す る 線 材 ５ １ の 編 み 込 み 密 度 （ サ イ ズ ） を 変 化 さ せ 超
音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ０ の 取 り 付 け 位 置 に 近 づ く ほ ど 、 そ の 編 み 込 み サ イ ズ が 小 さ く な る
よ う に 選 定 し た こ と に 特 徴 が あ る 。 以 下 、 本 実 施 例 ５ の 詳 細 に つ い て 、 図 ７ を 参 照 し て 説
明 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 具 体 的 に 説 明 す る と 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 シ ー ル ド 筒 材 ５ ０ に お い て 、 長 さ 位 置 Ｌ の シ
ー ル ド 筒 材 ５ ０ の 複 数 の 線 材 ５ １ に よ る 編 み 込 み サ イ ズ を ｍ と し 、 長 さ 位 置 Ｌ ′ の シ ー ル
ド 筒 材 ５ ０ の 複 数 の 線 材 ５ １ に よ る 編 み 込 み サ イ ズ （ 幅 寸 法 ） を ｍ ′ と し た 場 合 に 、 編 み
込 み 幅 ｍ ＜ 編 み 込 み 幅 ｍ ′ と な る よ う に 、 そ れ ぞ れ の 編 み 込 み サ イ ズ を 選 定 し て い る 。
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【 ０ ０ ７ ６ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 例 ５ に よ れ ば 、 超 音 波 検 査 時 に 屈 曲 が 繰 り 返 し 行 わ れ る ケ
ー ブ ル ３ ０ 部 分 は 、 従 来 と 同 様 に あ る 程 度 の 強 度 を 維 持 す る こ と が で き 、 そ の 他 の 部 分 は
線 材 ５ ２ に よ る 編 み 込 み 密 度 の 小 さ い フ レ キ シ ブ ル 構 造 と す る こ と で 、 構 造 上 の 信 頼 性 を
維 持 し た ま ま 、 超 音 波 検 査 時 の 操 作 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ６ 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 次 に 、 図 ８ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 及 び 超 音 波 プ ロ ー ブ に 係 る
実 施 例 ６ の 詳 細 を 説 明 す る 。 図 ８ は 、 シ ー ル ド 筒 材 ５ ０ の 任 意 の 位 置 （ シ ー ル ド 筒 材 ５ ０
の 長 さ 位 置 Ｌ と 長 さ 位 置 Ｌ ′ の 位 置 ） を 基 点 と す る シ ー ル ド 筒 材 ５ ０ を 構 成 す る 線 材 ５ １
お よ び 線 材 ５ ２ の 拡 大 図 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 す な わ ち 、 本 実 施 例 ６ で は 、 ケ ー ブ ル ３ ０ を 構 成 す る シ ー ル ド 筒 材 ５ ０ を 製 造 す る に お
い て 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド １ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 付 近 の シ ー ル ド 筒 材 ５ ０ を 構 成 す る 線 材
５ １ 自 体 の 線 径 寸 法 を ケ ー ブ ル ３ ０ （ シ ー ル ド 筒 材 ５ ０ ） の 位 置 に 応 じ て 変 化 さ せ て い る
こ と に 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 具 体 的 に 説 明 す る と 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 シ ー ル ド 筒 材 ５ ０ に お い て 、 長 さ 位 置 Ｌ に 該
当 す る シ ー ル ド 筒 材 ５ ０ を 構 成 す る 線 材 ５ １ の 線 径 寸 法 を ｎ と し 、 長 さ 位 置 Ｌ ′ に 該 当 す
る シ ー ル ド 筒 材 ５ ０ を 構 成 す る 線 材 ５ ２ の 線 径 寸 法 を ｎ ′ と し た 場 合 に 、 線 材 ５ １ の 線 径
寸 法 ｎ が 、 線 材 ５ ２ の 線 径 寸 法 ｎ ′ よ り も 大 き く （ 線 径 寸 法 ｎ ＞ 線 径 寸 法 ｎ ′ ） な る よ う
に 、 そ れ ぞ れ の 線 材 ５ １ お よ び 線 材 ５ ２ の 線 径 寸 法 を 選 定 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 例 ６ に よ れ ば 、 超 音 波 検 査 時 に 屈 曲 が 繰 り 返 し 行 わ れ る ケ
ー ブ ル ３ ０ の 取 り 付 け 付 近 は 、 従 来 と 同 様 に あ る 程 度 の 強 度 を 維 持 す る こ と が で き 、 そ の
他 の 部 分 は 、 シ ー ル ド 筒 材 ５ ０ を 構 成 す る 線 材 ５ １ 自 体 の 線 径 寸 法 を 小 さ く し た フ レ キ シ
ブ ル 構 造 と す る こ と で 、 構 造 上 の 信 頼 性 を 維 持 し た ま ま 、 超 音 波 検 査 時 の 操 作 性 を 向 上 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 以 上 、 本 発 明 の プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル の ケ ー ブ ル 構 造 に つ い て 、 各 実 施 例 １ ～ ６ を 単 独 の 実
施 例 と し て 説 明 し た が 、 本 発 明 で は 単 独 の 実 施 例 で は な く 、 各 実 施 例 １ ～ ６ の 特 徴 部 分 を
組 み 合 わ せ る よ う に し て も よ い 、 例 え ば 、 実 施 例 １ の 外 皮 部 ６ ０ の 厚 さ 寸 法 を 可 変 す る 構
成 と 実 施 例 ５ の シ ー ル ド 筒 材 ５ ０ を 構 成 す る 線 材 ５ １ の 編 み 込 み サ イ ズ （ 幅 ） を 可 変 す る
構 成 を 組 み 合 わ せ た り 、 実 施 例 ３ に よ る 外 皮 部 ６ ０ の 硬 度 を 可 変 す る 構 成 と 実 施 例 ６ の シ
ー ル ド 筒 材 ５ ０ を 構 成 す る 線 材 ５ １ 、 ５ ２ 自 体 の 線 径 寸 法 を 可 変 す る 構 成 と を 組 み 合 わ せ
る こ と に よ り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ る 超 音 波 診 断 時 の 操 作 性 を さ ら に 向 上 さ せ る こ と が で
き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 及 び 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 超 音 波
診 断 装 置 の 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ る 超 音 波 診 断 時 の 操 作 性 を 向 上 す る こ と を 目 的 と す る 超 音
波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 及 び 超 音 波 プ ロ ー ブ に 適 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 超 音 波 ケ ー ブ ル の 構 成 お よ び 要 部 の 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル の 内 部 構 成 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 し た 外 皮 部 の 内 部 構 成 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 ２ に 係 る 外 皮 部 の 内 部 構 成 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 ３ に 係 る 外 皮 部 の 内 部 構 成 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 例 ４ に 係 る 外 皮 部 お よ び シ ー ル ド 筒 材 の 内 部 構 成 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ７ 】 実 施 例 ５ に 係 る シ ー ル ド 筒 材 の 内 部 構 成 を 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 実 施 例 ６ に 係 る シ ー ル ド 筒 材 の 内 部 構 成 を 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 超 音 波 プ ロ ー ブ を 備 え た 超 音 波 診 断 装 置 の 概 要 を 示 す 全 体 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 １ 　 超 音 波 診 断 装 置
　 ２ 　 本 体
　 ３ 　 モ ニ タ
　 １ ０ 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
　 ２ ０ 　 超 音 波 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド
　 ３ ０ 　 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル
　 ４ ０ 　 信 号 線
　 ５ ０ 　 シ ー ル ド 筒 材
　 ５ １ 、 ５ ２ 　 線 材
　 ６ ０ 　 外 皮 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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